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柴田町では、平成24年度を「未来への投資元年」と位置づけ、
柴田町を次なる発展のステージへ導くために、5つの重点政策を目標に掲げ、順次整備を進めてきました。

平成24年度も半年を過ぎますが、今年の重点政策の中から、主な社会資本整備の事業について、
その進捗状況をお知らせいたします。

※上記は、単純箱桁橋のイメージ図です。
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県
内
で
唯
一
、
日
本
の
桜
名

所
1
0
0
選
に
選
ば
れ
た
、
船

岡
城
址
公
園
と
白
石
川
堤
の
2

つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
こ

と
で
、「
花
（
桜
）
回
廊
」
に
よ

る
回
遊
性
を
実
現
し
、
国
内
外

か
ら　

万
人
の
観
光
客
を
誘
致

30

し
ま
す
。
交
流
人
口
を
増
や
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
戦
略

と
し
て
、（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡

橋
（
種
類
／
歩
道
橋
、
全
長
／

　

m
、
幅
／
3
・
0
m
）
の
詳

94細
な
設
計
を
進
め
ま
す
。

　
（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
の
形

式
は
、
一
般
公
募
で
住
民
参
加

い
た
だ
い
た
検
討
会
（
4
回
実

施
）
の
意
見
と
町
議
会
か
ら
の

意
見
を
合
わ
せ
て
、
最
終
的
に

単
純
箱
桁
橋
に
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
詳
細
設
計
に
向
け
た
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
設
計
は
、
自
然
景
観
に

よ
り
溶
け
込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
、

橋
桁
や
高
欄
は
維
持
管
理
が
容

易
で
経
済
的
な
こ
と
、
障
害
者

や
車
椅
子
の
利
用
者
に
最
大
限

配
慮
す
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス（
バ
ル
コ
ニ
ー
）

を
設
け
る
こ
と
や
町
の
個
性
や

特
徴
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
含

め
た
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

　

協
議
が
整
い
次
第
、
詳
細
設

計
を
発
注
し
、
年
度
内
の
完
了

を
目
指
し
ま
す
。
橋
の
本
体
工

事
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

26

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特集「みんなで育てる 笑顔輝く 元気なまち」を目指して
平成24年度社会資本整備状況

「花のまち柴田」による観光まちづくり（仮称）さくら連絡橋詳細設計

▲一般公開された（仮称）さくら連絡橋・周辺景　観整備検討会（第3回）の様子 滑（仮称）さくら連絡橋の　建設予定場所の位置図

橋梁全体側面の　イメージ図葛 幅3m
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築　

年
が
経
過
し
た
槻
木
中

47

学
校
の
校
舎
と
特
別
教
室
を
建

て
替
え
ま
す
。

　

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
2
階
建
て
。
延

べ
床
面
積
は
4
6
7
5
㎡
で
、

教
室
は
広
さ
8
・
8
ｍ
×
8
ｍ
、

廊
下
は
幅
1
・
8
ｍ
以
上
、
天
井

の
高
さ
は
2
・
7
ｍ
と
、
広
々
と

し
た
印
象
で
す
。

　

校
舎
の
屋
上
に
は
、
町
内
の

教
育
施
設
で
は
初
め
て
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
併
せ
て
発
電
量
を
表
示
す

る
モ
ニ
タ
ー
も
設
置
し
、
生
徒

た
ち
の
環
境
教
育
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
2
月
の
完
成
を
目

25

指
し
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
頃
ま
で
建
物

24

10

の
床
・
壁
・
天
井
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
事
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
内
外
装
の
工
事
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
生
徒
た
ち
が
利
用
し

て
い
る
仮
設
校
舎
は
、
新
校
舎

へ
の
引
越
し
が
済
ん
だ
後
、
平

成　

年
3
月
か
ら
5
月
ま
で
の

25
間
に
解
体
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
子
育
ち
の
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
る
、（
仮
称
）
子

ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や

機
能
な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
的

な
構
想
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

事
業
を
実
施
す
る
際
の
国
、
県

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
調
査
や

検
討
を
行
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
船
迫
児
童
館
を

建
て
替
え
、
子
育
て
支
援
機
能

を
充
実
さ
せ
た
児
童
館
と
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
合
築
し
た

複
合
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
今
年
6
月
に
、

保
育
所
、
児
童
館
職
員
に
よ
る

検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
利
府
町
、
亘

理
町
の
新
設
児
童
館
を
視
察
研

修
し
、
施
設
の
役
割
や
機
能
に

つ
い
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
の
子
育
て
、
子
育
ち
の
支

援
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む
施

設
の
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

9
月
議
会
に
お
い
て
、
基
本

設
計
委
託
料
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
国
の
補
助
採
択
に
向

け
て
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成

　

年
度
に
建
設
が
で
き
る
よ
う

25準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

コンパクトシティ構想の実現に向けた先行投資（仮称）子ども総合センター整備調査事業

建て替えが　急がれる　船迫児童館葛
安全で快適な教育環境の整備槻木中学校校舎改築工事

▲建設が進む槻木中学校の新校舎
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平
成　

年
度
に
住
民
参
加
に

23

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
整

備
方
針
や
公
園
整
備
の
内
容
な

ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
提
案
を
受
け
て
、
船
岡

新
栄
4
号
公
園
を
新
設
整
備
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
参
加
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
引
き
続
き

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

船
岡
新
栄
4
号
公
園
の
面
積

は
4
0
0
0愛
で
す
。
園
路
や

広
場
は
舗
装
し
、
サ
ク
ラ
や
サ

ツ
キ
ツ
ツ
ジ
、
ク
チ
ナ
シ
、
ジ

ン
チ
ョ
ウ
ゲ
な
ど
の
花
木
を
植

栽
し
ま
す
。
施
設
と
し
て
は
、

乳
幼
児
向
け
に
お
む
つ
替
え
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
休
憩
用

の
小
さ
な
建
物
を
設
置
す
る
ほ

か
、
遊
具
を
8
基
設
置
す
る
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
交

流
で
き
る
公
園
と
し
て
設
計
し

ま
し
た
。

　

8
月　

日
に
工
事
請
負
契
約

16

を
締
結
し
、
現
在
は
、
主
要
な

材
料
の
手
配
や
工
事
の
進
め
方

な
ど
、
詳
細
な
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
、
整
備
内
容
を
示
し

な
が
ら
、
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
そ
の
後
、
本
格
工
事
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

公
園
の
完
成
は
、
来
年
3
月

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
二
本
杉
町
営
住

宅
を
解
体
し
、
北
船
岡
町
営
住

宅
2
号
棟
と
し
て
建
て
替
え
る

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
船
岡
町
営
住
宅
2
号
棟
は
、

平
成　

年
度
か
ら
建
設
が
始

22

ま
っ
て
お
り
、
今
年　

月
に
完

12

成
す
る
予
定
で
す
。

　

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
8
階
建
て
全　

戸
で
、

47

総
事
業
費
は
約
8
億
8
千
万
円

で
す
。

　

建
設
工
事
は
、
平
成　

年
度

22

末
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
工

事
が
中
断
し
、
当
初
の
予
定
か

ら
約
4
カ
月
の
遅
れ
が
生
じ
て

い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、　

月
12

の
完
成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト 
躯
体 
工
事
は

く

た

い

8
月
初
旬
に
完
成
し
、
引
き
続

き
建
具
工
事
や
内
装
工
事
を
1

階
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
内

装
工
事
は
、
現
在
、
6
階
ま
で

完
了
し
て
い
ま
す
。

　

2
号
棟
の
本
体
工
事
は
、　
12

月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
が
、

附
帯
工
事
と
し
て
歩
行
者
通
路

や
入
居
者
の
仮
駐
車
場
な
ど
の

整
備
を
来
年
1
月
末
ま
で
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

住
宅
は
建
替
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
た
め
、
現
在
、
二
本

杉
町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

方
が
優
先
的
に
入
居
す
る
こ
と

に
な
り
、
対
象
と
な
る
方
に
説

明
会
を
開
催
し
、
来
年
2
月
1

日
か
ら
入
居
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

安心して暮らせるまちづくり二本杉町営住宅の建替事業

安心して暮らせるまちづくり船岡新栄４号公園整備工事（市街地整備総合事業）
▲内装工事が完成したフロアの　居住スペース

特集「みんなで育てる 笑顔輝く 元気なまち」を目指して
平成24年度社会資本整備状況

滑公園の完成　イメージ図
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8

年
、
全
国
的
に
住
民
の

身
近
で
暴
力
団
に
よ
る

拳
銃
を
使
用
し
た
凶
悪
事
件

の
発
生
や
債
権
取
り
立
て
、

示
談
交
渉
と
い
っ
た
住
民
の

生
活
に
ま
で
深
く
根
を
広
げ

て
資
金
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
内
で
は
、
特
に
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
中

心
に
、
公
的
資
金
や
復
興
特

需
に
群
が
っ
て
、
暴
力
団
関

係
者
が
事
業
組
合
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
名
乗
り

事
業
介
入
す
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

柴
田
町
で
は
、
暴
力
団
に

よ
る
凶
悪
事
件
の
発
生
は
な

い
も
の
の
、
社
会
全
体
で
暴

力
団
を
排
除
し
、
安
全
で
安

心
し
た
住
民
生
活
の
確
保
と
、

社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発

展
の
た
め
に
、
宮
城
県
暴
力

団
排
除
条
例
と
相
互
に
補
完

し
合
う
「
柴
田
町
暴
力
団
排

除
条
例
」
を
策
定
し
、　

月
10

1
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

近

▼10月1日、大河原警察署で行われた暴力団　排除条例4町同時施行の懸垂幕除幕式。



　

昨
年
3
月　

日
に
発
生
し
た

11

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ

る
、
県
北
の
牡
鹿
郡
女
川
町
と

気
仙
沼
市
を
訪
ね
、
支
援
活
動

「
3
Ｖ
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
被

災
し
た
方
々
に
、
震
災
に
勝
利

す
る
ま
で
「
夢
と
活
力
」
を
与

え
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
活
動
の
き
っ
か
け
は
、

昨
年
度
、
女
川
第
一
中
学
校
に

掃
除
用
の
雑
巾
を
送
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

6
月　

日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

16

の
生
徒　

人
と
先
生
方
、
保
護

48

者
の
ほ
か
、
支
援
企
業
の
方
、

総
勢　

人
で
牡
鹿
郡
女
川
町
に

70

花
を
届
け
に
訪
ね
ま
し
た
。

　

丸
型
の
プ
ラ
ン
タ
ー
4
5
0

鉢
を
用
意
し
て
、
高
台
に
あ
る

女
川
第
一
中
学
校
の
生
徒
と
一

緒
に
花
の
苗
を
植
え
、
女
川
町

内
の
中
学
校
を
は
じ
め
、
小
学

校
、
幼
稚
園
、
老
人
福
祉
施
設
、

公
共
施
設
に
届
け
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
訪
れ
た
方
や
住
民
に

安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
考

え
、
希
望
の
鐘
商
店
街
と
野
々

浜
地
区
仮
設
住
宅
に
も
届
け
ま

し
た
。

　

今
秋
、
花
の
苗
を
贈
り
、
植

え
替
え
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
い
つ
ま

で
も
き
れ
い

な
花
を
咲
か

せ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

震
災
直
後
か
ら
避
難
所
で
の

慰
問
演
奏
会
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
船

迫
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
9
月

1
日
、
気
仙
沼
市
唐
桑
燦
さ
ん

館
で
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き

ま
し
た
。

　

昨
年
、
縁
が
あ
っ
て
唐
桑
燦

さ
ん
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
以
来
、
2
回
目
と
な
り
ま
す
。

演
奏
会
後
に
は
、
生
徒
た
ち
が

お
祭
り
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
、

お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
く
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
生
徒

た
ち
は
、
被
災
者
の
方
か
ら
震

災
の
お
話
を
聞
く
な
ど
、
貴
重

な
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、「
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
少
し
ず
つ
」
と
い
う
考

え
を
多
く
の
生
徒
が
持
ち
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
船
迫
中
学
校

は
、
被
災
地
支
援
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

❶ 女川第一中学校前で記念撮影　❷ 寄せ植えを一緒に作る　❸ 希望の鐘商店街に花を届ける

被災地の人たちに
花を届けて─

心に響く音楽を奏でて─

●1 

●2 

●3 

❹ 演奏の後、お 祭 り コ ーナーなどで触れ合う　❺ 吹奏楽部による演奏会

●4 

●5 

9
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現
在
、
直
接
請
求
制

度
に
よ
る「
住
民
投
票
条

例
の
制
定
を
求
め
る
請

求
」の
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
過
去
に
請

求
の
あ
っ
た
「
議
員
定
数
の
削
減
を
求
め
る

議
員
定
数
条
例
の
改
正
の
請
求
」、「
住

民
発
議
に
よ
る
村
田
町
、
大
河
原
町
と

の
合
併
協
議
会
の
設
置
請
求
」
に
次
ぐ

3
回
目
の
直
接
請
求
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
請
求
は
、
行
政
や
議
会
運

営
に
刺
激
を
与
え
、
よ
り
議
会
制
民
主

主
義
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
有
効
で
す
。

さ
ら
に
、
住
民
自
治
の
成
熟
度
を
示
す

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　

住
民
投
票
制
度
は
、
間
接
民
主
制
の

欠
点
を
補
完
し
、
住
民
自
治
の
理
想
を

実
現
す
る
た
め
に
、
住
民
に
直
接
自
己

の
意
思
を
表
示
す
る
機
会
を
与
え
る
も

の
で
す
。
住
民
投
票
条
例
が
正
常
に
機

能
す
る
た
め
に
は
、
行
政
や
議
会
、
住

民
と
の
間
で
の
情
報
共
有
が
大
変
重
要
と
な

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は

意
図
的
な
情
報
に
よ
っ
て
、 
恣  
意 
的
な
結
果

し 

い

へ
と
誘
導
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
、
第
一
に
住
民

が
正
し
く
判
断
で
き
る
よ
う
な
材
料
の
提
供

が
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
い

に
議
論
し
て
、
論
点
が
整
理
さ
れ
た
中
で
住

民
投
票
が
実
施
さ
れ
て
こ
そ
、
結
果
へ
の
信

頼
性
が
担
保
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住

民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
場
合
の
前
提
条
件
と

し
て
は
、
必
ず
公
開
討
論
会
が
実
施
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
住
民
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、「
柴

田
町
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
に
基
づ
く
、
常
設
型
の
「
柴

田
町
住
民
投
票
条
例
」
を　

月
議
会
で

12

の
成
立
を
目
指
し
、
議
会
と
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
骨
子
は
、
町
民
を
主
体

と
し
た
「
柴
田
町
住
民
自
治
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
審
議
会
」
で
審
議

さ
れ
、
町
は
そ
れ
を
お
お
む
ね
踏
襲
す

る
形
で
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
特
徴

は
、
投
票
資
格
者
総
数
の
4
分
の
1
以

上
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
議
会
の
議
決
が

な
く
て
も
住
民
投
票
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
投
票
結
果
に

つ
い
て
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

投
票
資
格
者
数
の　

％
以
上
の
投
票
が
あ
っ

50

た
場
合
の
み
開
票
す
る
こ
と
で
す
。

　

議
会
の
権
限
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
内
容

だ
け
に
、　

月
議
会
で
は
、
こ
の
点
が
大
き

12

な
論
争
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例のののののののののの制制制制制制制制制制住民投票条例の制定定定定定定定定定定定
　

船
岡
城
址
公
園
の
観
光
物
産
交
流

館
「
さ
く
ら
の
里
」
内
に
あ
る
農
産
物

直
売
所
が
「
結
友
」
で
す
。
朝
採
り
の

旬
野
菜
を
は
じ
め
、
切
花
や
鉢
花
、
お

餅
や
お
弁
当
な
ど
の
農
産
加
工
品
な

ど
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
な

ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

浅
野
組
合
長
は
「
設
立
し
た
当
初
、

直
売
所
が
山
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

立
地
的
に
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
え

る
か
心
配
で
し
た
。
一
年
が
た
ち
、

地
元
の
お
客
さ
ん
は
、
安
く
て
上
手

い
と
言
っ
て
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
花
が
咲
く
船
岡
城
址

公
園
の
直
売
所
へ
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

 　

月
の
オ
ス
ス
メ

12毅
ネ
ギ　毅
白
菜

毅
大
根　毅
ユ
ズ

 
場 
所大字

船
岡
字
舘
山

　
ー
1（
柴
田
町
観
光

95物
産
交
流
館
「
さ
く

ら
の
里
」
内
）

 
営
業
日
時　

午
前
9
時　

分
～
午

30

後
6
時

定
休
日
／
毎
週
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日

 
主
な
販
売
品
目

地
場
野
菜
、
切
花
、

鉢
花
、
お
弁
当
、
お

惣
菜
、
餅
、
漬
物
、
手

作
り
菓
子
、
ぜ
い
た

く
味
噌
、
米
な
ど
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　今月の特集は「仕事」。ビジネスマナーや起業支援、就業支援の本など、仕事
や働き方の本を幅広く特集します。ほかにビジネスパーソンのお仕事内容や仕
事ぶりが生き生きと描かれている「お仕事小説」も集めてみました。
　これから働く「わたし」、働いている「わたし」を見つめてみませんか！

日時／11月3日、10日、17日、24日の土曜日
 　　　11：00～12：00
　　 　※事前の申し込みは必要ありません。
場所／柴田町図書館（ふるさと文化伝承館1階奥
　　　の「集会室1」）
協力／絵本読み聞かせの会「おむすびころりん」
　　　図書館サポート委員会「ひよこちゃん」
　　　　ほか

■問  柴田町図書館（しばたの郷土館・ふるさと文化伝承館内）
　緯86-3820　FAX86-3821
　Eメール:library@town.shibata.miyagi.jp

柴田町図書館「11月」の休館日
※太字が休館日です

開 館 時 間
平日10:00～19:00

土・日曜日、祝日10:00～17:00

土金木水火月日
321
10987654
17161514131211
24232221201918 302928272625

広 告
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手で植えた苗は、約170日間で大きく実りました

店舗には買い求める長い列

お笑い芸人ストロングスタイルのトークショー

　

柴
田
小
学
校
の
学
習
田
で
は
、

丹
精
込
め
て
育
て
た
稲
が
実
り
、

9
月　

日
に
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま

26

し
た
。
1
m
程
に
伸
び
た
ひ
と
め

ぼ
れ
の
稲
を
、
地
元
農
家
の
指
導

の
下
、
鎌
を
片
手
に
5
年
生　

人
11

が
、
昔
な
が
ら
の
手
刈
り
で
一
つ

一
つ
丁
寧
に
収
穫
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
棒
か

け
に
し
て
2
週
間
ほ
ど
自
然
乾
燥

し
た
後
、　

月
上
旬
に
お
に
ぎ
り

12

に
し
て
収
穫
祭
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
児
童
会
で
は
、
こ
の
米
を

支
援
米
と
し
て
、
名
取
市
立
閖
上

小
学
校
へ
送
る
予
定
で
す
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
船
岡
城
址
公
園

で
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が　

月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10

14

こ
の
催
し
は
、
地
域
活
性
・
町
お

こ
し
の
切
り
札
と
し
て
、
商
工
会

青
年
部
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
料

理
で
来
場
者
を
も
て
な
そ
う
と
、

町
内
の
飲
食
店
か
ら　

店
舗
が
出

14

店
し
ま
し
た
。
料
理
は
、
各
店
舗

4
0
0
円
程
度
で
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
し
た
家
族
は
、「
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ぜ
ひ
来

年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と

満
足
し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

実りの秋、学習田で稲刈り

しばたのＢ級グルメに3500人が舌鼓

広 告 広 告
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食欲が増す料理が提供されました

　

9
月　

日
、
農
業
者
団
体
が
中

30

心
と
な
り
、
自
然
が
育
ん
で
く
れ

た
実
り
の
秋
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
「
し
ば
た
コ
メ
祭
り
」
が
、

柴
田
町
太
陽
の
村
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
柴
田
小
学
校

2
年
生
に
よ
る
大
黒
舞
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
新
米
と
地
場
産
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
日
本
型

の
食
事
を
紹
介
す
る
ふ
る
さ
と
の

食
卓
、
新
米
や
朝
採
り
野
菜
な
ど

の
販
売
、
竹
馬
な
ど
の
昔
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
、
子
ど

も
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

13

みんなでつくろう安心の街

おいしい秋の味覚に感謝

菊香る秋の祭典はじまる

　

全
国
地
域
安
全
運
動
（　

月　
10

11

日
～　

日
）
の
初
日
、
船
岡
体
育

20

館
で
大
河
原
地
区
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
県
警
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
に
よ
る
フ
ラ
ッ
グ
演
技
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
柴
田
町
、
大
河
原
町
、

大
河
原
地
区
防
犯
協
会
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
と
共
に
地
域
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
代
表
の
大
槻
裕
喜
さ
ん
が

「
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
を
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。
全
国
地
域
安

全
運
動
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

美
し
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
風
物
詩
「
み
や
ぎ
大
菊
花

展
柴
田
大
会
」
が
、　

月　

日
に

10

20

開
幕
し
ま
し
た
。
船
岡
城
址
公
園

三
の
丸
広
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設

会
場
に
は
、
県
内
の
愛
好
家
な
ど

が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
、
大
菊

三
本
立
て
や
達
磨
作
り
な
ど
約
2

4
0
0
点
が
出
展
さ
れ
る
ほ
か
、

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
を
再
現

し
た
菊
人
形
の
場
面
や
豪
華
絢
爛

な
千
輪
作
り
や
五
重
の
塔
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
菊
花
展
は
、　
11

月　

日
ま
で
の
開
催
で
、
訪
れ
る

13
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

色とりどりの花が迎えてくれます

式典は、一般の方にも公開されました

広 告
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 嬰児 の小さき寝息や秋澄めりみどりご採血や何はともあれ 林  檎  剥 くりん ご む
葉を揺らす風は吐息か 龍  田  姫 たつ た ひめ 秋刀魚 焼く浜の気骨の五千匹さんま 秋  薔  薇 女優を嫁にしたようなあき そう びほろ酔いの橋の向こうに月の 暈 かさ 蜉蝣 の花弁の 如 くつもりけりかげろう ごと川霧の湧きて家々沈みけり 鋼 はがねなす空の色なり 浮  寝  鳥 うき ね どり引いてゆく波のきらめき 鵙  日和 もず びより干大根陽に愛されて痩せにけり正座して新米炊けるをじっと待ち孫の手を引いて嬉しやとうりゃんせ 吾 が道は迷ふことなし穴まどひわこの寒さハラハラする程薄着して針仕事目どが通らずみなはんぱ 中野西範子石垣テル子制野　千秋遊佐　　徹山家美智子三塚　直樹若月ノリ子藤原　恪子永野　シン佐藤きみこ槻木　永井　堯大槻　信吉本船迫　森田　眞六下名生　笠松フミコ槻木　加藤　利通槻木　加藤　マサ

　外交の白を黒にとすり替える　　時に内政危ふし日本 羊田 の色やはらかに秋の風ひつじだ　 仄 かに揺らし二羽の白さぎほの赤とんぼ庭に待ち 侘 びる時ありてわ
　ふいにあらわれ喜びくれし集落の 案山子 通りは秋日和かかし　 蝶 ちょうに 蜻蛉 に 賑 わい増してとんぼ にぎ 除染したからって福島だまされぬ税金を使って渡る天下り経験が私の人生今がある泥沼に大輪の花咲く平和経緯などどうあれ尖閣日本国蓮の葉にどっかとお座わす仏様北国の経木に包んだはらこ飯生き仏蓮の台が待っている山裾にひときわ映える 曼珠沙華 まんじゅしゃげ風ススキたれる 頭 は人に似てこうべ

目の玉も使い過ぎると悲鳴あげ職業は男の顔に書いてある 四日市場　斎藤夢太郎四日市場　坂本　一風上名生　西村　久子船岡　小野寺一彩船岡　菅原　三男船岡　鈴木　智子船岡　萩原　善助船岡　島貫よし雄船岡　伊藤タイ子船岡　安藤　節子船岡　阿部美代子船岡　水戸　貞夫　　韮神　　 葛 かずら船岡　柄目けい子船岡　沢田　順子槻木　大泉かずえ

　皆さんは、町政について「このようにして欲しい」「こんなことを取り入れたらどうだろう」と思っていることはありませんか。　町では、より良いまちづくりのために、町民の皆さんからご意見をお聴きして町政に生かしていきたいと考えています。　今月号には、皆さんからのご意見・ご提案をお寄せいただくために「町長へのメッセージ」のはがきを折り込みました。　お寄せいただいたご意見などは、町長がすべてに目を通して、関係各課と協議をした上で、政策立案の参考にさせていただきます。また、お寄せいただいたご意見などの内容の要旨を、プライバシーに配慮して「広報しばた」「町ホームページ」に掲載させてい　　　　　ただく場合があります。あらかじめご了承ください。

広 告 広 告



ふれあい マイタウン

15

「星の物語の絵」
　槻木小学校4年

小 川  冬   音  さん
ね ね

　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2012）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで11月14日（水）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111「学び舎」

　槻木小学校6年

髙 橋 　  舞  さん
ま い

女王の番犬（ペンネーム）

はなちゃん（ペンネーム）

　　　お子さん（4歳まで）の写真をお待ちしています。写真の
　　　裏にお子さんの名前を必ず書いてください。投稿者の住所、
　　　氏名、電話番号、子どもの名前・生年月日を明記し、「ひ
とこと」を添えて応募してください。

広 告 広 告
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38,684人
（前月比30人増）

19,174人
（前月比15人増）

19,510人
（前月比15人増）

14,885世帯
（前月比31世帯増）

※7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、外国人を含む人口と世帯数となります。

　実りの秋、今回はさんまのアレンジレシピを紹介します。　さんまの脂には動脈硬化や生活習慣病に有効な栄養が豊富に含まれており、取り入れたい食材です。郷土料理のくるみご飯をそろえれば、食卓はたちまち秋一色に。家族でしみじみおいしい、秋らしい食卓を囲みませんか。毅さんま…4尾　毅長ネギ…1/4本毅万能ネギ…4本　毅片栗粉…適宜毅赤トウガラシ…1本　毅サラダ油…大さじ2毅しょうゆ…大さじ1　　毅酒…大さじ1　　毅しょうがの絞り汁…小さじ1　　毅しょうゆ…大さじ2と1/2　　毅酢…大さじ3　　毅砂糖…大さじ1　　毅ゴマ油…大さじ1/2①さんまは頭を切り落とし、ワタを取って水洗いする。水気を拭き取り、3㎝ の長さに切り、材料Ａをまぶして10～15分置く。②ねぎは4㎝の長さに切り、フライパンで焼き目を付ける。赤トウガラシは種を取って小口切りにし、焼いた長ネギと一緒に材料Ｂに漬け込む。③①の水分を拭き取り、片栗粉をまぶして余分な粉を払う。フライパンに油を熱し、中火で両面をきつね色に焼く。④焼けたら油を切り、②に5分程度漬け込む。⑤皿に盛り付け、小口切りにした万能ネギを散らす。
秋の味覚いっぱいのレシピを紹介します。

焼いてすぐに漬け汁に漬けると味の入りが良くなります。

兼牽験○Ａ 券犬鹸毅米…2カップ毅くるみ…60ｇ毅だし昆布　　…10㎝幅1枚毅しょうゆ　　…大さじ1毅塩…ひとつまみ①米は洗って水を切り、炊飯器に入れる。通常炊く場合と同じ分量の水と昆布を入れて、30分くらい置く。②くるみの半量を適当な大きさにつぶして釜に入れ、調味料を入れて炊飯器で炊き上げる。③蒸らした②に残りのくるみを加える。　　　くるみの香ばしさが口いっぱいに広がるおいしさです。

兼牽験○B 券犬鹸
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